
              
 

２０20.7.31   （第２号） 

 

     卒業後、自分が満足できる形で人生の新しいスタートをどう切るか、すべてはこの時期、 
一日一日の準備の積み重ねにかかっています。 

 

[進学希望]３年生 
『学校推薦型選抜』を考えている皆さんは一定以上の成績であることが必要。 

（１）『推薦入試』 ２つのタイプ（「専願」が条件であることが多い。） 

①公募制・・・・・各校規定の条件を満たし、学校長の推薦が得られれば出願が可能。 

②指定校制・・・指定された高校の生徒のみの出願資格。  

（２）『総合型選抜（AＯ入試）』 

○面接、小論文、志望動機、適性、意欲など、総合的な人物評価により選抜される。 

[就職希望] ３年生 

○就職試験に向け、“日々の授業”を大切にし、国・数・英の「基礎学力」をしっかりと 

身に付けることが必要。社会に目を向ける事が大切。（新聞、ＴＶニュース） 

 

 

○求人受付開始 （７月 1 日） 

『求人票』の到着に夏休みはありません。夏季休業中も登校し、定期的に確認しましょう。 

○応募前職場見学 ・・・ 軽い気持ちは絶対禁物！真剣勝負のつもりで！ 

就職希望の生徒は応募に当たって、事前に職場見学をすることはたいへん重要な 

ことです。実際に職場見学をすることにより希望する企業を更に深く理解することができ、 

受験に対する意気込みも大きく膨らみます。就職試験当日と同等の準備と心構えで臨 

みましょう。 

 

 

 

 

求人受付<開始> 

第Ⅱ期 『面接指導』 

１学期終業式 

応募前企業見学<開始> 

『履歴書』作成 

２学期始業式 

就職試験<開始> 

7 月 1 日（水）～ 

7 月 13 日（月）～進路達成まで 

7 月 31 日（金） 

7 月下旬 

夏休み前半 

8 月 24 日(月) 

10 月 16 日（金）～ 

 

          

 

        

 

“仕事に就く”ということ 

就職はアルバイトのような一時的なものとは違います。就職できれば何でも 

いいというのでは長続きしないでしょう。「将来、自分がこの会社を支える！」く 

らいの＜強い気概＞が必要です。 

 



 

     「各企業には、いろいろなタイプの先輩がいます。どの先輩も後輩を育てようと熱心です。 

厳しい言葉は先輩の熱意の現れです。決してめげないこと！是非とも、感謝の気持ちを持 

って日々仕事に励んでほしいと思います。」 

 

５月から６月にかけて、卒業生が勤務する企業３０数社に本校教員が電話で今年度の求人数や 

求める人材について尋ねました。下記に、医療機器、食品機械、工作機械等の製造を主な事業内 

容とする会社の総務部の方からの言葉をまとめました。 

<決して尻込みすることなく仕事に打ち込むことが大切 ! > 

企業が求める人材像  [望まれる職場での基本姿勢] 

企業訪問の際、ご指摘があった求める人材 についての<キー・ワード>を紹介します。 

  生活態度 

 

<元気な挨拶・きちんと挨拶>    <コミュニケーション能力>   <受け答え・言葉遣い>         

<自分の考えをはっきり言える>   <考える力>   

  <自分で考え、自ら行動できる>  <疑問を持ち、疑問をぶつける> 

<積極性>      <集中力>      <素直さ>  

 

 意欲・目標 

 

 <意欲がある・目標がある>      <何がやりたいかが明確>    

 <きちんと質問>               <失敗にめげない・強い気持ち>  

 

体 力            人間関係             部活動 

 

<体力・体調管理>  <協調性・チームワーク>  <良好な人間関係・上下関係を学んだ> 

 

      学校生活   

   

<学校で打ち込んだものがある>   <成績優秀>   <欠席が少ない>   

<数学の知識>   <資格取得に励んでいる生徒>   

 

 技術・能力 

 

<機械に慣れている> <簡単な機械修理ができる> <旋盤技術>    

     <図面が読める>     <仕事に対して誠実・勉強熱心>     

 

 

  「部活動で厳しい練習をしているからこそ、社会人になった時に、小さなことでくよくよしている 

ことがアホらしくなります。選手時代に経験したことは、その後の“人生の自信”になるはずです。」 

  

    『何においても、日頃からの真摯な態度・地道な努力の積み重ねが大事・継続は力なり！』 

(厳しい指導で知られるアーティスティックスイミング日本代表ヘッドコーチ 井村雅代さんの言葉) 

 

 

 


